
令和８年11月₁日 第187号（3） かりや市議会だより （2）令和８年11月₁日第187号 かりや市議会だより

　

９
月
４
日
の
本
会
議

で
の
説
明
後
、
全
議
員

で
構
成
す
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
企
画
総
務
、

福
祉
産
業
、
建
設
、
市

民
文
教
の
４
分
科
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
分
科

会
で
は
代
表
監
査
委
員

の
出
席
の
下
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

24
日
の
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
は
、
分
科

会
で
の
審
査
結
果
を
踏

ま
え
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、

民
意
を
得
て
い
な
い
刈
谷
城
の
建
設

に
係
る
実
施
設
計
の
費
用
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
し
ま
し

た
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
決

算
議
案
に
つ
い
て
は
、
反
対
意
見
は

な
く
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

■
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業

問　
令
和
７
年
度
の
家
庭
用
防
犯

カ
メ
ラ
の
補
助
予
定
件
数
と
、
補
助

件
数
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
補
助
予
定
件
数
が
２
０
０
件

で
、
補
助
件
数
は
１
９
３
件
で
あ
っ

た
。問　

予
算
を
増
額
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

答　
令
和
７
年
度
か
ら
開
始
し
た

制
度
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
申
請
状

況
を
注
視
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

年
度
途
中
に
予
算
を
超
え
る
申
請
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、　

必
要
に

応
じ
て
、
補
正
予
算
等
で
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

問　
定
員
、
登
録
人
数
及
び
利
用

者
数
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
７
年
度
は
４
月
の
定
員

が
１
６
０
０
人
、
登
録
人
数
は
、
年

間
で
最
大
と
な
る
８
月
の
登
録
人
数

で
は
２
６
０
３
人
で
あ
る
。
延
べ
利

用
人
数
に
つ
い
て
は
、
31
万
２
２
７

８
人
で
あ
る
。

問　
利
用
児
童
は
、
当
面
、
増
加

す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
今
後
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
考
え
方
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
小
学
校
の
空
き
教
室
の
活
用

や
特
別
教
室
の
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
を
し

て
場
所
の
確
保
を
し
て
い
る
が
、
一

部
小
学
校
に
お
い
て
は
教
室
が
不
足

し
、
学
校
外
で
の
増
設
が
必
要
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
学
校
と
の
調
整
を
し
な
が
ら
、
適

切
な
手
法
を
検
討
し
、
待
機
児
童
を

出
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

決

算

議

案

主
な
質
疑
項
目

監
査
委
員
の
意
見
〔
要
旨
〕

会計名 歳　入
（前決算年度対比）

歳　出
（前決算年度対比）

形式収支
（歳入歳出差引額）

一般会計 812億1,100万円
(+5.7%)

741億3,700万円
（+5.6％） 70億7,400万円

特別会計 257億6,500万円
(+2.4%)

243億6,200万円
(+2.0%) 14億300万円

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業

6億7,100万円
(▲5.6%)

3,400万円
(▲13.0%) 6億3,700万円

刈谷野田北部
土地区画整理事業

2億1,800万円
(+25.6%)

3,600万円
(▲65.5%) 1億8,200万円

国民健康保険 115億1,200万円
(+0.3%)

112億3,500万円
(▲0.5%) 2億7,700万円

後期高齢者医療 27億4,200万円
(+7.8%)

27億3,600万円
(+7.8%) 600万円

介護保険 106億2,200万円
(+3.5%)

103億2,100万円
(+4.2%) 3億100万円

会計名 区分 収　入
（前決算年度対比）

支　出
（前決算年度対比）

水道事業
収益的 29億6,200万円

（+1.7%）
28億6,400万円
（▲2.2%）

資本的 8億1,700万円
（+14.3%）

17億700万円
（+32.6%）

下水道事業
収益的 37億9,900万円

（+2.3%）
36億6,100万円
（+1.7%）

資本的 18億6,300万円
（▲14.1%）

26億3,900万円
（▲7.4%）

一般会計・特別会計の決算額

企業会計の決算額

※百万単位で四捨五入等しています

〈国・県からの支出金などの内訳〉
国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割
交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方
消費税交付金、自動車取得税交付金、環境性能割交付金、地
方特例交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金
〈分担金・負担金などの内訳〉
分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、
繰入金、繰越金

〈商工費などの内訳〉
商工費、農林水産業費、労働費、災害復旧費、諸支出金、
予備費
（注）�それぞれの数字は四捨五入等してそろえたため、

総額や割合は一致していない場合があります。

各会計別の決算額一般会計の内訳（前決算年度対比）

渡部亨代表監査委員による
意見陳述

＝
一
般
会
計
・
特
別
会
計
＝

　

令
和
７
年
度
の
財
政
状
況
を
財
政
指
標
で
見
る

と
、
財
政
力
指
数
は
１
・
37
、
経
常
収
支
比
率
は

85
・
６
％
、
実
質
公
債
費
比
率
は
△
０
・
４
％
で
、

い
ず
れ
も
本
市
の
財
政
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
税
収
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
大
型

事
業
や
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
経
費
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
動
向
を
注
視
し

て
い
く
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
が
必
要
と
考
え

る
。

　

今
後
の
行
政
経
営
に
つ
い
て
、
高
齢
化
社
会
の

進
展
に
よ
る
社
会
保
障
費
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
増
加
な
ど
に
加
え
物

価
高
騰
の
長
期
化
等
、
必
要
経
費
の
増
大
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
生
活
に
支
障
の
な
い
よ

う
、
行
政
運
営
に
お
い
て
も
事
業
の
精
査
な
ど
適

切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
歳
入

で
は
、
給
与
所
得
の
増
加
に
伴
う
個
人
市
民
税
や
堅
調
な
自
動
車
関
連
企
業
の
業
績
に
よ

り
法
人
市
民
税
は
増
収
が
見
込
ま
れ
る
が
、
昨
今
の
不
安
定
な
国
際
情
勢
が
及
ぼ
す
影
響

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
歳
出
で
は
、
市
道
01
―
40
号
線
他
道
路
新
設
改
良
事
業

や
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
総
合
改
善
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
大
型
事
業
の
実
施
に
加
え
、
物
価
高
騰

や
人
件
費
の
上
昇
に
よ
る
経
費
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
国
や
県
の
補
助
制
度
を
積

極
的
に
活
用
し
、
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
る
こ
と
で
安
定
的

な
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
自
然
災
害
に
お
い
て
も
、
想
定
さ
れ
る
巨

大
地
震
や
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
懸
念
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
備
え
を
怠
ら
ず
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
取
組
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
将
来
都
市
像
を
示
す
「
第
８
次
刈
谷
市
総
合
計
画
」
に
基

づ
く
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る

と
と
も
に
、
市
民
、
事
業
者
と
協
働
し
て
実
効
性
の
あ
る
事
業
展
開
や
更
な
る
産
業
、
文

化
発
展
の
推
進
、
ま
た
新
た
な
発
想
や
創
意
工
夫
に
よ
る
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
図
ら
れ
た
い
。

　

刈
谷
市
が
安
心
安
全
な
ま
ち
で
あ
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
的
な
ま
ち
と
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

＝
水
道
事
業
会
計
＝

　

令
和
７
年
度
の
純
損
益
は
１
２
４
１
万
１
千
円
の
純
損
失
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
９
３
３
８
万
６
千
円
の
減
少
と
な
っ
た
。
主
要
な
経
営
指
標
を
み
る
と
、
経
営
の
健
全

性
・
効
率
性
を
示
す
指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
改
善
さ
れ
99
・
５
％
と

な
っ
た
。
ま
た
、
料
金
回
収
率
は
83
・
５
％
で
、
１
０
０
％
を
下
回
り
、
前
年
度
に
対
し

５
・
７
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
料
金
回
収
率
が
低
下
し
た
主
な
要
因
は
市
民
生
活
支
援
事

業
に
よ
る
水
道
料
金
の
基
本
料
金
が
免
除
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
適
切
な
給

水
収
益
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
経
営
改
善
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

全
国
的
に
も
給
水
収
益
の
低
下
、
施
設
の
老
朽
化
及
び
水
道
管
の
耐
震
化
の
遅
れ
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
中
長
期
的
な
計
画
に
基
づ
い
た
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の

水
道
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
節
水
型
社
会
の
進
展
や
給
水
人
口
の
減
少
に
よ
り
総

有
収
水
量
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
使
用
量
に
よ
る
給
水
収
益
の
大
幅
な
増
加
を
見
込
む

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
今
後
の
経
営
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
継

続
的
に
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
後
も
継
続
的
に
安
定

し
た
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、
外
部
有
識
者
等
で
構
成
す
る
「
刈
谷
市
水
道
事
業
及
び
下

水
道
事
業
審
議
会
」
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
平
均
約
30
％
増
の
料
金

改
定
が
実
施
さ
れ
た
。
改
定
に
よ
り
増
収
が
見
込
ま
れ
る
が
、
引
き
続
き
水
道
使
用
状
況

の
変
化
に
応
じ
た
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
注
視
し
た
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

事
業
の
取
組
で
は
、
避
難
所
等
の
重
要
給
水
施
設
に
つ
な
が
る
既
設
管
路
を
耐
震
管
と
す

る
布
設
工
事
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
配
水
施
設
等
の
修
繕
や
更
新
な
ど
も
引
き
続

き
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
巨
大
地
震
等
に
よ
る
施
設
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
と
と
も
に
、
発
生
時
の
迅
速
な
応
急
給
水
体
制
の
確
立
を
図
る
な
ど
、
危
機
管
理
対
策

の
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

＝
下
水
道
事
業
会
計
＝

　

営
業
収
支
で
は
営
業
損
失
と
な
っ
て
い
る
が
、
営
業
外
収
支
で
は
経
常
利
益
が
生
じ
て

お
り
、
純
利
益
は
５
２
７
４
万
３
千
円
と
な
っ
た
。
主
要
な
経
営
指
標
を
み
る
と
、
経
常

収
支
比
率
は
１
０
１
・
５
％
で
、
健
全
性
を
保
っ
て
い
る
が
、
経
費
回
収
率
は
77
・
１
％

で
、
１
０
０
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
よ
り
低
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き

注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

下
水
道
は
、
快
適
な
市
民
生
活
を
支
え
る
大
切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
と
と
も
に
、

浸
水
対
策
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
都
市
基
盤
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、

施
設
の
整
備
、
維
持
に
努
め
ら
れ
た
い
。
さ
ら
に
、
今
後
発
生
が
想
定
さ
れ
る
巨
大
地
震

等
へ
の
備
え
と
し
て
、
施
設
が
被
災
し
市
民
の
健
康
や
社
会
活
動
に
重
大
な
影
響
の
及
ぼ

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
耐
震
化
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
下
水
道

使
用
料
は
、
経
営
基
盤
の
安
定
を
図
る
た
め
、「
刈
谷
市
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
審

議
会
」
の
答
申
を
受
け
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
平
均
約
30
％
増
の
使
用
料
改
定
が
実
施
さ

れ
た
。
改
定
に
よ
り
増
収
が
見
込
ま
れ
る
が
、
有
収
水
量
の
増
加
に
よ
る
使
用
料
収
入
の

増
加
は
期
待
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
と
と
も
に
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
っ
て
、
事
業
の
運

営
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
収

益
確
保
や
経
費
の
抑
制
を
図
り
、
下
水
道
事
業
が
今
後
も
持
続
的
か
つ
効
率
的
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
む
。

令和７年度決算を認定
 一般会計で歳入が歳出を70億円上回る

歳　入
812億1,100万円

市民税など
417億4,400万円
51.4%（4.2%増）

市民税など
417億4,400万円
51.4%（4.2%増）

国・県からの
支出金など
230億6,200万円
28.4%（8.0%増）

国・県からの
支出金など
230億6,200万円
28.4%（8.0%増）

分担金・負担金など
108億7,700万円
13.4%（8.5%増）

分担金・負担金など
108億7,700万円
13.4%（8.5%増）

給食費などの諸収入
29億4,300万円
3.6.%（5.3%増）

給食費などの諸収入
29億4,300万円
3.6.%（5.3%増）

市債（借金）
25億8,400万円
3.2%（0.6%増）

市債（借金）
25億8,400万円
3.2%（0.6%増）

歳　出
741億3,700万円

民生費
299億3,000万円
40.4%(2.2%増）

民生費
299億3,000万円
40.4%(2.2%増）

教育費
107億2,200万円
14.5%(3.6%増）

教育費
107億2,200万円
14.5%(3.6%増）土木費

127億4,600万円
17.2%(11.7%増）

土木費
127億4,600万円
17.2%(11.7%増）

総務費
82億7,600万円
11.2%(12.0%増）

総務費
82億7,600万円
11.2%(12.0%増）

衛生費
57億円
7.7%(8.4%増）

衛生費
57億円
7.7%(8.4%増）

商工費など
29億6,100万円
4.0%(3.1%増）

商工費など
29億6,100万円
4.0%(3.1%増）

消防費
19億2,400万円
2.6%(2.8%増）

消防費
19億2,400万円
2.6%(2.8%増）

公債費
14億9,000万円
2.0%(7.2%増）

公債費
14億9,000万円
2.0%(7.2%増） 議会費

3億8,800万円
0.5%(0.3%減）

議会費
3億8,800万円
0.5%(0.3%減）

指数

（年度）
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※�財政力指数とは、市の財政力を示す数値で、この指数
が１を超えるほど財源に余裕があるとされています

財政力指数
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…
賛
否
が
分
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れ
た
も
の

会派名及び議員名　

議案等名及び議決結果

自民クラブ 市民クラブ 公明クラブ 清風クラブ 無所属
議員の会

日
本
共
産
党

議
員
団

に
じ
い
ろ
の
会

参
政
党

日
本
維
新
の
会

刈
谷
市
議
団

議
長
副
議
長

大
山　
　

実

葛
原　

祐
季

加
藤　

幹
樹

近
藤　

澄
男

揚
張　

慎
一

鈴
木　

正
人

加
藤　

廣
行

外
山　

鉱
一

稲
垣　

雅
弘

佐
々
木
隆
教

伊
藤　

愛
恵

鈴
木　

定
晴

中
嶋　

祥
元

武
藤
美
智
代

谷
口　

睦
生

松
永　
　

寿

上
田　

昌
哉

新
海　

真
規

星
野　

雅
春

鈴
木　

絹
男

蜂
須
賀
信
明

山
本
シ
モ
子

城
内　

志
津

森
島　

公
祐

三
田　

真
弥

佐
原　

充
恭

深
谷　

英
貴

工事請負契約の締結について（刈谷城石垣築造工事） 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○××○―

議
長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○
工事請負契約の締結について（刈谷城辰巳櫓等建設工事） 可

決○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○××○― ○

令
和
７
年
度

刈谷市一般会計歳入歳出決算認定について 認
定○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○××○― ○

刈谷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認
定○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○××○― ○

刈谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認
定○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××○― ○

刈谷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認
定○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××○― ○

刈谷市水道事業会計決算認定について 認
定○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○××○― ○

刈谷市下水道事業会計決算認定について 認
定○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○××○― ○

令
和
８
年
度

刈谷市一般会計補正予算（第２号） 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○××○― ○

刈谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××○― ○

刈谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××○― ○

刈谷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○― ○

刈谷城建設総額65億円の中止を求める請願
不
採
択××××××××××××××××○○○××○○×― ×

非核三原則を堅持するよう国への意見書の提出を求める請願
不
採
択××××××××××××××××○○○○○○○×― ×

９月定例会提出議案等の賛否 賛否が分かれたもの
4 4 4 4 4 4 4 4 4

について掲載します。（○：賛成 ×：反対 -：欠席）

市制施行75周年を記念し、西三河最大級の市制施行75周年を記念し、西三河最大級の
屋外音楽フェスを開催屋外音楽フェスを開催（音楽フェス開催事業）（音楽フェス開催事業）

保護者がより便利に、安心して子どもを保護者がより便利に、安心して子どもを
預けられる環境を整備預けられる環境を整備（放課後児童クラブ運営事業）（放課後児童クラブ運営事業）

新たな魅力ある店舗の創出を図る新たな魅力ある店舗の創出を図る
チャレンジショップを整備チャレンジショップを整備（チャレンジショップ事業）（チャレンジショップ事業）

公共施設連絡バスからコミュニティバス公共施設連絡バスからコミュニティバス
「かりまる」へリニューアル「かりまる」へリニューアル（公共交通再編事業）（公共交通再編事業）

　令和７年 11 月１日に市制施行 75 周年イベントとし
て西三河最大級の屋外音楽フェス「KARIYA 大演会」
を開催しました。９組のアーティストによる『演』奏、
100を超えるお店のフードやドリンクを楽しむ『宴』会、
来場者・協賛企業等の『縁』など、さまざまな「えん」
に溢れ、まち全体でフェスを盛り上げ、節目の年を祝
うとともに、刈谷市の魅力を市内外に広く発信しました。

　保護者の利便性向上や安全性の強化、職員
の負担軽減を目的として、放課後児童クラブ
に、タブレットやスマートフォンで利用でき
る入退室管理システムを導入しました。シス
テムの導入により、保護者は時間や場所を選
ばずに欠席連絡やお知らせ確認ができ、職員
の事務負担も大幅に軽減され、安全性の向上
にもつながっています。

　郊外の大型店舗やドラッグストアの増加や、事業者の高齢化に伴
う後継者不足等により、厳しい状況が続く、本市商業の現状に鑑み、
刈谷市産業振興センター２階において、市内で創業または店舗出
店を検討する人が開店の前段階として事業に挑戦できるチャレン
ジショップ「YOHACO（ヨハコ）」を整備、運営し、創業者の増
加や魅力ある店舗の増加による商業の活性化を図りました。

　平成９年 12 月に公共施設連絡バスとして運
行を開始した「かりまる」は、令和８年２月
から、市民ニーズに合った「市民の日常の暮
らしを支えるコミュニティバス」へリニュー
アルしました。地域の移動需要や特性に応じて、６路線から７路線に、全 42 便
から全 68 便に増便し、スーパー、薬局、病院など普段のお出かけ先のバス停を
新設し、106 箇所から 125 箇所になり、有料化とともにキャッシュレス決済にも
対応した新しい「かりまる」に生まれ変わりました。

主
な
議
案
９
月
定
例
会

（
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）


